
森 町 教 育 委 員 会 定 例 会 会 議 録 （要旨）

会 議 名 令和元年10月森町教育委員会定例会

開 催 日 時 令和元年10月25日（木） 13時30分

会 場 森町文化会館 第３研修室

出 席 委 員 教育長 比奈地敏彦
委 員 井口 始
委 員 村松加代子
委 員 鈴木眞子
委 員 早馬保男

出 席 者 学校教育課 課長 塩澤由記弥 社会教育課 社会教育課長 松浦博
課長補佐 岩井秀司 課長補佐 三澤由紀子
学校教育係長 土屋智也乃 社会体育係長 堀内裕文
庶務係長 石黒智己 図書館管理係長松井 要

傍 聴 者 なし

１ 開 会

教 育 長 委員の出席を確認し、開会を宣告。

２ 前回会議録の承認

教 育 長 事前に配付してある前回定例会の会議録について、質疑を求める。

委 員 全 員 質疑なし承認。

教 育 長 前回定例会会議録の承認を宣し、教育長の報告を行う。

３ 教育長の報告

教 育 長 10月に開催及び出席した各種会議等について報告する。
１日 課長会議 (９月議会を振り返って 各課より 下半期の行政の充実)

園長・校長会 (教育長指示事項「郷育６」ＳＮＳを巡る危機管理の徹底）
２日 袋井・森地区小学校音楽科研究発表会 (2部制11小学校が参加 最後の音楽発表会）
７日 教育長連絡協議会 (令和２年度人事に関する意見・要望)

(新任用制度 人事評価の昇給への反映 等)
８日 教育委員任命書交付式 (鈴木眞子委員の再任)
９日 教育長・指導主事訪問 宮園小学校（ＡＭ）(学校経営状況確認 帳簿閲覧等)

(外国語教育への積極的な取組)
10日 教育長・指導主事訪問 泉陽中学校（ＡＭ）(学校経営状況確認 帳簿閲覧等)

(統合を控えた学校体制の取組 )
学校経営委員会委員長長来庁(次年度の教育課程編成について)

11日 静西教育事務所長・副所長訪問 (令和元年度人事異動について)
(地教委からの要望 情報交換等)
(袋井・森地区教育研究会長来庁 次年度教育研究会への助成等)

12日 台風１９号接近による警戒本部設置 (７：００～２０：３０)
15日 課長会議 (町長訓示 各課からの連絡等)

予算編成会議 (令和２年度の予算編成会議)
16日 袋井森地区小学校陸上競技大会 (最後の陸上競技大会)



※エコパサブグランド ～限界突破 仲間と共に 刻め 歴史に ラストラン～
17日 静教組磐周支部長来庁 (組合員の管理職評価について)
18日 観音山少年自然の家所長来庁 (次年度の施設利用について等)
20日 第２９回グランドゴルフ大会 (町内グランドルフ大会 開会式挨拶)※町営グランド

第４０回森町民文化祭 (来賓挨拶)
21日 教育長・指導主事訪問 (学校経営状況確認 帳簿閲覧等 天方小学校（ＰＭ）)
24日 ライオンズクラブ役員来庁 (チューリップの球根贈呈書授与)

森町公立幼稚園ＰＴＡ連絡会 (教育講演会 来賓挨拶)
磐周教組支部長来庁 (会計年度職員について 管理職評価について)
静教組磐周支部役員来庁 (教育予算増額に関する要求活動)

25日 森町教育委員会 (１０月定例教育委員会)
28日 教育長・指導主事学校訪問 (学校経営状況確認 帳簿閲覧等 森小学校（ＡＭ）)
29日 地区校長会役員来庁 (人事要望）
30日 第２回教育長会 ※磐田にて (令和元年管理職人事について 情報交換)
31日 勤続20年表彰（町長部局・病院)(町長部局１名 町民生活センターにて実施 ）

(病院関係者４名 病院にて実施)
課長会議 (森の祭りへの協力等)

教 育 長 教育長の報告について、質疑を求める。

委 員 全 員 質疑なし承認。

４ 付議する案件
【議 事】

教 育 長 議事について事務局に説明を求める。
議第34号について説明を求める。

学校教育課 議第34号 森町立幼稚園管理規則の一部改正について
課長補佐 現在、幼稚園においてインフルエンザに罹患した場合、解熱後再度医療機関へ受診

し、医師から療養終了証明書（治癒証明書）を得ている。「学校において予防すべき感
染症の解説（平成30年３月発行）」では、「診断は、診察に当たった医師が身体症状及
びその他の検査結果等を総合して、医学的知見に基づいて行われるものであり、学校か
ら特定の検査等の実施（例えば、インフルエンザ迅速診断検査やノロウイルス検査）を
全てに一律に求める必要はない。治癒の判断（治癒証明書等）も同様である。」と示さ
れており、小中学校では、治癒証明書取得に伴う保護者や医療機関の負担軽減、また感
染症の拡大を防ぐとともに、県立学校及び磐周地区での取扱いと合わせるため療養終了
証明書（治癒証明書）を廃止した。このことから、幼稚園においても小中学校の取扱い
と合わせるため、森町立幼稚園管理規則を改正する。
なお、インフルエンザ以外の感染症及び磐周地区以外の医療機関を受診した場合は、従
来どおりの取扱いとする。

教 育 長 以上について質疑を求める。

委 員 全 員 質疑なし承認。

教 育 長 議第35号について説明を求める。

庶 務 係 長 議第35号 教育顕彰式の開催並びに被表彰者の推薦について
例年行っている「森町教育顕彰式」の開催について、次の内容、推薦方法で実施してよ

ろしいか伺う。
目的は、「森町教育委員会表彰規程」に基づき森町の教育、学術、技術その他文化の振

興に功績があり、又は模範であると認められる個人・団体に表彰を行うもの。
期日及び日程は、令和２年３月７日(土)、例年同様に３月の第１土曜日の実施とした。

開式は10時とし、挨拶を教育長に、来賓祝辞を町長、町議会議長にお願いする予定。
表彰は、教育功労者、小学生・中学生・高校生の文化・スポーツ功績者、青少年善行者

の５つの分野。被表彰者の中から作文や英語スピーチ、理科研究など１～２点について発
表をしていただき、11時10分頃閉式としたい。会場は文化会館の小ホール。



参加者及び来賓は、町長、議長、教育委員、正副社会教育委員長、幼稚園長、小中学校
長、表彰を受ける生徒の高等学校長と私立中学校長にも案内通知を出す予定。
表彰の基準は、第２条に掲げる７つの項目。表彰の種類は、第２条の７項目のいずれか

に該当する方を第３条にあるように５つの分野において表彰をする。
表彰状等の授与については、第５条にあるように表彰状及び記念品を授与する。例年小

中高生にはスポーツタオル等を授与している。
この規程だけでは、推薦する方も、表彰に該当するかの判断が難しいため、表彰につい

て必要な事項を別に定めるということで、次のように対象と基準を定めている。５つの分
野の表彰ごとに対象と選考基準、推薦書の様式、推薦者を示してある。
教育功労者については、対象は個人又は団体で、基準は(1)～(8)に示してあるとおり

で、教育委員や社会教育委員も対象で、退任又は退職後に表彰を行う。
小・中学生のスポーツ・文化功績者については、対象はスポーツ又は文化の個人・団体

で、小学校は原則森町内の小学校の児童、中学校は、森町に在住又は森町出身の中学生の
個人又は団体。団体競技などはチーム表彰のため、町内中学校、またはチーム等の拠点が
森町であることを条件とする。
基準は、(1)～(8)のとおりで、昨年度からの変更はない。
高校生のスポーツ・文化功績者については、対象者は森町に在住又は森町出身の高校生

の個人又は団体とする。ここで森町出身の高校生とは、高校の寮等に入っていて、住所を
移してある生徒のことを指している。ただし、団体競技等はチーム表彰のため、町内高等
学校に限ることとする。基準は、昨年と同様に、小中学校に準ずるとした。
青少年善行者の対象は、森町に住所がある個人又は団体で、概ね25歳以下とする。基準

は(1)～(10)のとおり。
推薦書の様式については、別紙のとおり。
以上の内容で、小中学校をはじめ、高等学校、町内会長、民生委員に推薦の依頼をして

よろしいか伺う。

教 育 長 青少年善行表彰について最近表彰がない。泉陽中学校トイレ掃除、遠江総合高校が記憶
にある。町内から頑張ってくれている候補者が推薦されてることを期待している。

教 育 長 以上について質疑を求める。

委 員 全 員 質疑なし承認。

【報告事項】

教 育 長 報告事項について事務局に説明を求める。
報第26号について説明を求める。

社会体育係長 報第26号 第20回記念静岡県市町対抗駅伝競走大会森町強化選手決定について
まず最初に今年の市町対抗駅伝のポスターが森町を会場に撮影してもらった。東部中部

西部で3種類作っている。西部地区は森町が対象となった。
第20回記念静岡県市町対抗駅伝競走大会へ出場する21名の強化選手を決定した。主将に

高校生の谷口健さんを任命した。また、昨年に引きつづき、40歳以上の天野元文さんが監
督となった。大場紀明さんについては、浜松在住で栄町中出身となっている。20回記念大
会のため、記念イベントが8月25日に静岡で開催され、2名参加した。記念イベントでは実
業団の陸上のレッスンを受けた。11月17日のもりもり２万人祭りで壮行会を行う。

教 育 長 以上について質疑を求める。

教 育 長 昨年の順位は何位だったか。

社会体育係長 昨年は、７位だった。

教 育 長 昨年を上回るようにがんばっていただきたい。

社会体育係長 選手は3位入賞を目標に頑張っている。

全 委 員 他に質疑なく承認。



教 育 長 報第27号について説明を求める。

社会体育係長 報第27号 第49回森町ロードレース大会について
令和2年2月2日(日）雨天決行、森町文化会館周辺スタートとして開催。
申込期間は、令和元年10月18日(金）から11月18日(月）消印分まで募集、申込総数は、

安全面確保の面で2,500人で締切。現在969名を超えており好調に進んでいる。
コースは、ハーフマラソン、10kmの部、5.3 kmの部、３kmの部の４部門。昨年度の状況

と比べると、県外参加者が昨年に比べて40名くらい増えている。申込方法が窓口と郵便局
とインターネットからと３種類あるが、インターネット申込みが年々増えている。締め切
りが11月18日までとなっている。締め切り前に例年定員を超える申し込みがある。
表彰は、駐車場利用者を減らし、天浜線利用者を増やしたいということから、昨年から

天浜線利用者には、500円の買い物券を配るようにした。昨年度は、260名ほどで利用者が
増えている状況である。今後も続けていきたい。

教 育 長 以上について質疑を求める。

教 育 長 参加賞は昨年と同じか。

社会体育係長 Tシャツが欲しいと言う意見もあるが。やはりタオルが好評である。カラータオルを近
年取り入れている。

委 員 全 員 他に質疑なく承認。

教 育 長 報第28号について説明を求める。

図書館管理 報第28号 令和元年度森町公立図書館｢利用者アンケート｣結果について
係 長 利用者の満足度やニーズを把握し、今後の図書館運営やサービス向上に役立てることを

目的に利用者アンケートを実施した。7月2日から8月31日の期間に77名からアンケートの
回答をいただき、結果をまとめた資料を作成した。内容については、40歳代から70歳代の
高齢の方の回答が多かった。意見にあった騒音の問題は、学習コーナー、絵本コーナー、
がワンフロアでつながった場所のため、対応が難しいことである。意見の対応として絵本
コーナーに防音マットを設置した。他にも、イベントをもっとやって欲しい要望があっ
た。今後、図書館内での読み聞かせについても、子育て優遇の時間を設定するなど検討を
していきたい。

教 育 長 以上について質疑を求める。

井 口 委 員 アンケートのアイデアは良い。来館者が図書館に対して、何を求めているかを調査し
ている。来館者は、調べ物をするため、本との出会いの楽しさ、図書館の場を活用した
い等々、目的がいろいろある。調べ物をする利用は減っているのではないか。最近では
インターネットですぐに調べることができる。現在では、本との出会いの楽しさを提供
することが大事なことだと思う。アンケート結果の中でも声になって出てきている。現
在人気の本がないことが気になると、中学生が言っている。人気のベストセラー小説の
購入をお願いしたいと、50代の方が言っている、図書館の有効活用につながることを期
待する。

図書館管理 来場者が本を手に取れるように、本を紹介するポップ等作成したり、課長と相談し図
係 長 書館の充実を図るように頑張っていきたい。

委 員 全 員 他に質疑なく承認。

５ 連絡事項

教 育 長 連絡事項について、説明を求める。

庶 務 係 長 ・次回11月の定例会は11月27日(水）午後１時30分から第３研修室で開催予定。



６ 閉 会

教 育 長 以上で本日の日程を終了し、閉会とする。
14時40分閉会

上記のとおり、会議の顛末を記録し、その相違ないことを証するため、ここに署名する。

署 名 人 教 育 長

委 員

委 員

委 員

委 員

事 務 局


